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平成24年度第2回知床世界自然遺産地域科学委員会

河川工作物アドバイザー会議

～ チエンベツ川改良効果確認調査 ～

平成25年1月31日 北海道環境生活部環境局自然環境課
公益財団法人 知床財団

（１）調査対象工作物の概要

①対象河川

チエンベツ川

・流域面積 ３２４ ｈａ

・河川延長 2,450 ｍ河川延長 2,450 ｍ

・縦断落差 500 ｍ

・平均勾配 20.4 ％
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（１）調査対象工作物の概要

②対象工作物（その１）②対象工作物（その１）

第１ 治山ダム

（１）調査対象工作物の概要

②対象工作物（その２）②対象工作物（その２）

第２ 治山ダム
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（１）調査対象工作物の概要

③改良工法③改良工法

折返し階段式魚道の設置

④改良年
第1ダム：平成20年、第２ダム：平成21年

第１ 治山ダム 改良後 第２ 治山ダム 改良後

（２）調査の概要

①調査期間・回数①調査期間・回数

・2009（H21）年度：9月～11月（ 2回）概要調査

・2010（H22）年度：8月～ 1月（10回）

・2011（H23）年度：8月～ 1月（10回）

・2012（H24）年度：8月～ 1月（14回）概ね10日間隔

②調査員数

２～３名
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（２）調査の概要

③調査方法

起 流・河口付近に調査起点を設け、上流500mの間で調査

・河川工作物の上・下流での「産卵床数」、「生体数」 の

把握

（１）平成24年度の調査結果

①カラフトマス（生体数）①カラフトマス（生体数）

河口～第１ダム間
第１ダム～第２ダム間
第２ダム上流
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（１）平成24年度の調査結果

②カラフトマス（産卵床数）②カラフトマス（産卵床数）

河口～第１ダム間
第１ダム～第２ダム間
第２ダム上流

（１）平成24年度の調査結果

③シロザケ（生体数）③シ ザケ（生体数）

河口～第１ダム間
第１ダム～第２ダム間
第２ダム上流
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（１）平成24年度の調査結果

④シロザケ（産卵床数）④シ ザケ（産卵床数）

河口～第１ダム間
第１ダム～第２ダム間
第２ダム上流

（２）産卵床数の変化

①カラフトマス①カラフトマス
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（２）産卵床数の変化

②シロザケ②シ ザケ

第1ダム
改良

第2ダム
改良
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（３）河川における産卵床の分布割合
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（３）河川における産卵床の分布割合

②シロザケ②シ ザケ
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（４）生体数の推移 参 考
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（５）サケ定置網の漁獲量の推移 参 考
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<羅臼漁協調べ＞

改良後、３年間のモニタリングの結果

○カラフトマス○カラフトマス

産卵床数は、第１ダム、第２ダム改良後、上流側の割合
が高くなっており、改良の効果は現れている。なお、産
卵場所としては、第２ダム上流も若干ではあるが確認さ
れたが、殆どが第１ダム～第２ダム間を利用していた。

○シロザケ

産卵床数は、改良後、第２ダム上流側の変化は殆ど見ら
れず、主に第１ダム下流側を産卵場所として利用してい
た。なお、徐々にではあるが、第１ダム～第２ダム間の
産卵床数の増加が見られた。
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以上から、カラフトマスについては、改良効果が確認
されたが、シロザケについては、効果を確認するまでされたが、シ ザケに いては、効果を確認するまで
に至っていない。

当初、モニタリングは改良後３年間継続して実施する
こととしていたが、引き続き、モニタリングを継続し、効
果を検証する。（予定）




